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研究成果の概要（和文）：ガボン共和国のゴリラ、コンゴ民主共和国のボノボ、およびウガンダ共和国のチンパ
ンジーに関して、それぞれ人為撹乱影響下にある生息地で、おもに遊動域と食物選択について研究をおこなっ
た。大型類人猿は、アフリカの熱帯林を代表するものであり、彼らは原生林に依存していると考えられがちであ
る。しかし、実際にはパイオニア植物の果実や葉、あるいは地上性草本類など、二次林を特徴づける植物に大き
く依存していた。森林動態のなかで二次林を構成する樹種の葉の機能形質を調べると、窒素含有量が多く、タン
ニン含有量が少ないなど、野生霊長類の食物として好ましい性質をもつことが判明した。

研究成果の概要（英文）：The research was conducted on Western gorillas in the Gabonese Republic, 
bonobos in the Democratic Republic of Congo,  and chimpanzees in Republic of Uganda,  under the 
human-dominant landscape, mainly for their habitat uses and food selections.  These　African great 
apes are regarded as representatives of the primeval tropical forests. However, in reality, they 
depend largely on the fruits and leaves of pioneer plants or terrestrial herbs which are 
characteristic of secondary forests. The functional traits of the leaves of the tree species were 
examined, and we found that tree species in the secondary forest have the higher protein and the 
lower tannin content than those in the primary forest. These functional traits of the leaves are the
 desirable properties as a food of wild primates.

研究分野：生態学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、急激な熱帯林の減少で、野生霊長類を含む多くの動植物が絶滅に瀕している。その代表ともいうべきアフ
リカのゴリラ、ボノボ、チンパンジーなどの大型類人猿は、じつは人為的な環境である二次林を多く利用し、二
次林を構成する樹種の機能形質が食べ物として好ましい性質をもつことが判明した。このことは、これまでのア
フリカの大型類人猿のために原生林を中心とし、地域住民を徹底的に排除する保護策ではなく、二次林や農地も
含むゆるやかなゾーニングにより、焼畑耕作などを生業とする地域住民との共存に向けた新しい大型類人猿の保
護政策の立案に大きく寄与する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

アフリカの都市近郊からはるかに離れた辺境にしか生息していないゴリラ、ボノボ、チンパンジ

ーという大型類人猿は、広い行動圏(遊動域)が必要で、産仔数が少なくて出産間隔も長いために

狩猟圧に極端に弱く、また豊かな熱帯林を特徴づける多様な果実に依存しているため、原生的な

森林に生息していると考えられてきた。しかしながら、長期にわたる遊動パターンや食物選択の

データから、季節によっては原生林に比して湿地林や成長した二次林などへの依存度が高いこと

が明らかになりつつある(Terada et al. 2015)。成長した二次林に多いパイオニア植物である

Musanga cercopioidesやM. leo-errerae(イラクサ科)や Ficus spp.(クワ科)などの果実や新葉

は、年間を通じて安定的に供給されるため、リラ、ボノボ、チンパンジーに共通して主要な食物

であり、またアフリカ熱帯林特有の樹高が低く光環境のよい二次林の林床で、バイオマスの大き

い地上性草本類(THV: Terrestrial Herbaceous Vegetation)は、果実欠乏期に大きく遊動パター

ンを決定する救荒食の役割(Fallback Food)を果たすとされている(Marshall and Wrangham 2007)。

世界的な規模で原生林が失われていく一方で、人口の都市集中によって過疎化した農村では二次

林が回復している傾向がみられ始めているのは、熱帯諸国でも例外ではない(Imai et al. 2018)。

本研究の核心となる「問い」は、二次林がどの程度まで原生林の代替になり得るのか、いいかえ

れば、どのような条件を備えていれば二次林が本来、原生林に依存していた動物相を収容できる

かというものである。この課題は、増大する絶滅危惧種をどのように絶滅から救うのかを直接、

解決するための保全生態学的な大きな課題になりつつある (Corlett and Primack 2011)。  

２．研究の目的 

アフリカ大型類人猿の人為撹乱影響下における生態に焦点を当て、とくに遊動域と食物選択に

関して、人為撹乱を強く受けた二次林の役割を評価する。ゴリラ、ボノボ、チンパンジーら大

型類人猿は、アフリカの熱帯林を指標づけるものであり、原生林に依存していると考えられが

ちであるが、実際にはパイオニア植物の果実や葉、あるいは THV など、二次林を特徴づける植

物に大きく依存していることがわかってきた。本研究は、森林動態に伴った植物種組成の変化、

それに付随した果実の季節変動・年変動、葉の被食防衛物質などを定量的に比較研究すること

により、大型類人猿を含む霊長類がどの程度まで二次林に依存しているのかを明らかにするこ

とを目的と する。とくに熱帯林の人間の過去及び現在の土地利用に着目して、原生的な環境が

ますます希少になっていくな かで、類人猿の絶滅回避のための保全生物学的な展望を示す。 

本研究は、世界的にもっとも注目される絶滅危惧種の典型例で、生態系の健全さを指標す 

るアンブレラ種でもあり、生態系のシンボルであるプラッグシップ種でもある大型類人猿を 

指標にして、二次林の大型動物の収容力に関して定量的なデータを得ること、さらに大型霊 

長類の集団を収容できる二次林の条件を探索することを目的としている。そのためにアフリカ熱

帯林に生息するゴリラ、ボノボ、チンパンジーの3種を対象に、それぞれ長期調査拠点で継続し

て得られている行動圏と食物選択のデータを活用し、およそ20〜30年前、まだ保護区が確立して

おらず、森林伐採やプランテーション開発が盛んであったころから今日に至るまでの植生調査、

行動圏、食物選択のデータを比較することによって、植生の回復とそれに伴って変化した大型類

人猿の行動圏と食物選択の関係を解明することを目的とする。また新旧の食物リストにあげられ

る植物の光合成能力に関係する葉の窒素濃度、葉面積葉重量比、材密度(生長速度に相関してい 

る)、種子や果実の大きさや栄養などの機能性質を計測することで、森林の遷移に関連する生理

生態学的なメカニズムを考察し、なぜ大型類人猿が二次林の植物を食物として選択するのかとい

う問いに対して、植物生態学としての解析をおこなう。  



 
 
３．研究の方法 

1）ゴリラの生息するムカラバ（ガボン共和国）、ボノボの生息するワンバ（コンゴ民主共和国）、

チンパンジーの生息するカリンズ（ウガンダ共和国）のそれぞれで調査地域および近郊の現在

および過去の土地利用が明らかになるように、衛星情報と地上の植生調査を組み合わせた広域

の植生図（現在と 15-30 年前）を作成した。 

2）THV バイオマスの定量化、霊長類の葉食に関する基礎情報（嗜好種、非嗜好種、あるいは季

節的な嗜好の変化）を集約して主要樹種の葉の機能形質（LMA(Leaf Mass per Area)、窒素含有

量、縮合型タンニン量、総フェノール量 など）の計測とサンプリング、果実／種子の機能形質

（サイズ、重さ、堅さ、色、糖度、エネルギー量、種子の 縮合型タンニン量と総フェノール量）

の計測とサンプリングをおこなった。  

3）フィールドでの霊長類調査では、 ①大型類人猿を中心とした霊長類について、従来行なわ

れてきた個体識別による個体追跡、糞分析の調査を継続し、②一次林と二次林をどのように利

用するか、③森林の立体構造をどのように利用するか 、という森林の水平・垂直構造と霊長類

の遊動に着目したデータセットを作成した。 

 
４．研究成果 

 ゴリラの生息するムカラバ（ガボン共和国）、ボノボの生息するワンバ（コンゴ民主共和国）、

チンパンジーの生息するカリンズ（ウガンダ共和国）のそれぞれで、現在の衛星情報から判別

できる植生と、過去の資料（植生や土地利用についての記述や地図など）によって復元された

植生と、現在の大型類人猿の土地利用との関係を解析した。その結果、いずれの地域、いずれ

の類人猿の種でも季節によって、原生林と二次林で採食の使い分けをしていることがわかった。 

樹上にネスト（夜間の寝場所）をつくるボノボとチンパンジーは、採食場所としては二次林や

湿地林などを頻繁に利用するが、睡眠を含む休息場所には原生林を多く利用することがわかっ

た。地上でネストをつくるゴリラは、ボノボとチンパンジーに比べて、採食場所だけでなく、

休息場所にも二次林を多用する傾向が強かった。 

 

図1: ボノボ遊動域と植生。データは、2007年9月から2008年8月の1年間で226日、106,801ポイン

トである。ボノボなどの大型類人猿には直接データロガーをつけることは禁止されているので、

人付けされたボノボを追跡する研究者および調査アシスタントのGPSテデータによるものである。

とくに左側の川の対岸にある利用頻度の高い場所は、1950〜60年代に伐採され、かなり回復した

古い二次林である。  



 
 チンパンジーの生息地であるカリンズで 4700m にわたるフェノロジーのセンサスルートをつ
くり、胸高直径 10cm 以上の樹木と胸高直径 5cm 以上のつる植物をラベルし、996 本の植物につ
いて果実の有無と新葉の展開を毎月記録した。同様のセンサスは、ゴリラの生息地であるムカ
ラバやボノボの生息地であるワンバでもおこなった。 

  
 図 2：カリンズの森林を構成する樹木とつる植物のフェノロジー。 

 また、森林を構成する主たる 72種の樹種について材と葉を採集し、とくに霊長類が新葉を好
む樹種については、旧葉と新葉を採集して機能形質（LMA(Leaf Mass per Area)、窒素含有量、
縮合型タンニン量、総フェノール量など）の計測をおこなっている。予備的な結果では、チン
パンジーの好む葉は、葉の堅さが柔らかく、窒素含有量が高く、縮合型タンニン量や総フェノ
ール量が低い傾向があり、従来の霊長類の葉食傾向と同じであった。この葉の堅さが柔らかく、
窒素含有量が高く、縮合型タンニン量や総フェノール量が低い傾向は、原生林を構成する樹種
よりも、二次林を構成する樹種の性質であり、植物の機能形質からみれば、明るい場所で生長
の早い樹種に対応することが示唆された。いまだ解析の途中ではあるが、遷移の初期段階に出
現する樹種の機能形質が、霊長類の食物としての好条件と一致するため、また、二次林の出現
する樹種が果実をつける期間が長く、新葉も長期にわたって展開しつづけるため、アフリカ大
型類人猿は原生林にとくに果実が豊富な時期以外は、二次林で多く採食することに関係すると
考えられた。また地上性草本類は二次林と湿地林に多いため、これらを採食するためにも二次
林と湿地林を頻繁に利用すると推定された。 

 アフリカ大型類人猿の保護計画としては、従来、原生林を囲い込み、地域住民を排除するゾ
ーニングが主流であった。その結果、類人猿が保護地域から外に出て、農作物を荒らす獣害を
起こし、地域住民との軋轢が増す結果となる場合が多かった。今回の研究は、結果は予備的で
はあるものの、季節を問わず、豊富な食物がある二次林を農地とのバッファーゾーンとして確
立することで、地域住民との軋轢を減らす方策がありえることを示唆している。 
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